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研究題目 

的的的的    
可燃物量の計測は、その
ンプルを集めるために、
研究を行っている。この
こで本研究では、入力と
動的に抽出することを目

流れを図１に示す。 
入力画像に対してＫ平
この時点で正確に可燃
とんどない。そのため
・統合する必要がある
報を用いて小領域を統
、一つの領域に距離の
れらを分割することは
することで、一つの領
物もしくは背景）の領

、得られた小領域ごと
距離を三角測量で求め
離的に連続する小領域
域であると判断した。
して判断した小領域を
終的に、カメラからの
として出力した。 
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室内画像からの

建築物の耐火・防火設計におい
室内を撮影した写真から、ステ
とき、画像からそこに写ってい
して与えられた２枚の静止画像
的とする。 

均法を用いて領域分割
物の領域が抽出できる
、後で必要に応じて領
。本研究では、領域毎
合することを考える。
異なる物体が含まれた
難しい。そこで、領域
域に複数のオブジェク
域が含まれないように

に、カメラから部分領
た。その距離をもとに
を同一のオブジェクト
そして、同一のオブジ
統合して、ラベル付け
距離が近いものを可燃
坂 陽 介 
物体領域抽出 

て極めて重要である。短期間で数
レオビジョンを用いて可燃物量を
る可燃物を抽出する処理が必要と
から、画像内に写っている可燃物

図１ システムの流れ 
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